
一般質問一般質問
3月定例会では、
11人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

佐々木市長にまちづくりを問う
質 問質 問一 般

耕作放棄農地 スプリングス日吉

　
　

行
政
組
織
機
構
の
見

直
し
と
職
員
の
配
置
転
換

な
ど
に
よ
る
支
所
職
員
の

減
少
や
、
美
山
町
「
地
域

振
興
会
」
か
ら
常
駐
職
員

を
一
部
撤
退
す
る
と
の
提

案
な
ど
「
緩
や
か
な
合
併
」

を
合
併
条
件
と
し
て
き
た

住
民
に
不
安
を
残
す
。

　

ま
た
、
支
所
特
別
職
参

与
の
任
期
が
今
年
12
月
で

切
れ
る
。
住
民
自
治
の
視

点
に
立
ち
、
住
民
協
働
を

主
眼
と
す
る
行
政
運
営
の

う
え
に
た
っ
て
「
総
合
支

所
方
式
」
を
ど
う
運
営
さ

問

れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

市
の
財
政
規
模
に

あ
っ
た
職
員
数
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。
当
面
は

総
合
支
所
機
能
を
堅
持
す

る
。
美
山
「
振
興
会
」
に

つ
い
て
は
関
係
者
と
の
協

議
結
果
で
あ
る
が
、
組
織

の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識

し
て
お
り
今
後
の
地
域
の

活
性
化
に
期
待
し
て
い

る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
と
今
後
の
管

理
運
営
は

　
　

市
の
公
の
施
設
の
指

市
長
市
長

問

定
管
理
を
必
要
と
す
る
総

数
は
3
3
0
施
設
あ
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

で
、
第
三
者
機
関
に
よ
る

事
業
評
価
な
ど
経
営
評
価

の
一
律
見
直
し
が
懸
念
さ

れ
る
。
日
吉
ダ
ム
周
辺
施

設
・
美
山
自
然
文
化
村
・

八
木
農
村
公
園
・
新
光
悦

村
道
の
駅
な
ど
旧
4
町
で

設
置
さ
れ
た
施
設
は
目
的

や
設
置
経
過
が
異
な
る
。

契
約
更
新
に
あ
た
り
、
事

業
評
価
や
公
的
関
与
の
基

準
を
ど
う
位
置
付
け
す
る

の
か
伺
う
。

　
　
　

指
定
管
理
の
条
件

は
、
施
設
の
利
用
確
保
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
施
設
管

理
の
効
率
・
効
果
的
に
行
う

こ
と
で
あ
る
が
、
歴
史
的
経

緯
や
地
域
と
の
関
連
に
つ
い

て
も
十
分
検
討
し
適
切
な

運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

市
長

南風会
井尻　治 議員

　
　

米
や
野
菜
な
ど
の
農

産
物
価
格
が
低
迷
し
、
農

業
資
材
の
高
騰
、
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
有
害
鳥
獣

被
害
な
ど
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
。
採
算
が
合
わ
な
い

中
で
耕
作
放
棄
農
地
が
増

加
し
た
。
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

行
政
、
農
業
委
員

会
と
連
携
し
解
決
策
を
探

る
。

　
　

ど
こ
の
営
農
組
織
も

経
営
が
厳
し
い
。
経
営
の
支

援
、
農
機
具
の
助
成
な
ど
に

問市
長

問

ど
う
反
映
さ
れ
た
か
。

　
　
　

京
都
府
が
ん
ば
る
農

家
緊
急
支
援
対
策
事
業
、

担
い
手
対
策
、
水
田
農
業
振

興
策
な
ど
予
算
化
し
て
い

る
。

　
　

学
校
給
食
に
地
元
の

農
産
物
を
ど
の
程
度
利
用

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

米
飯
と
牛
乳
は

市
内
で
調
達
し
て
い
る
。
野

菜
は
季
節
的
で
30
％
が
地
元

産
で
あ
る
。
す
べ
て
の
調
理

施
設
で
地
元
産
の
率
を
増
や

し
た
い
。

市
長

問教
育
長

公
共
事
業
の
前
倒
し
発
注
を

　
　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

低
価
格
と
発
注
の
減
少
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
態

で
あ
る
。
こ
の
不
況
の
中
、

21
年
度
公
共
工
事
全
般
に
つ

い
て
前
倒
し
発
注
が
必
要
と

考
え
る
。
ま
た
、
市
役
所

前
の
道
路
工
事
で
桜
並
木

を
伐
採
し
た
。
関
係
者
と

協
議
し
て
植
樹
さ
れ
た
い
。

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

可
能
な
限
り
速
や

か
に
発
注
し
た
い
。
桜
並
木

の
件
、
十
分
肝
に
銘
じ
努
力

す
る
。

問市
長

　
　

最
低
制
限
価
格
と
調

査
基
準
価
格
の
見
直
し
と
、

簡
易
型
総
合
評
価
方
式
を

採
用
し
、
地
元
業
者
の
地

域
貢
献
度
と
地
域
雇
用
に
、

十
分
考
慮
し
た
入
札
を
執

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

適
正
な
競
争
を
考

え
る
中
で
は
、
現
時
点
で
見

直
し
は
困
難
な
状
況
、ま
た
、

総
合
評
価
方
式
は
様
々
な

課
題
が
あ
る
。
で
き
る
限
り

地
元
の
業
者
に
、
仕
事
が
で

き
る
よ
う
配
慮
し
取
り
組

む
。　

問市
長

当面は総合支所方式を堅持する 市長

支所機能の
今後の運営は

不況のなか公共工事
の前倒し発注を
可能な限り速やかに発注したい

活緑クラブ
矢野　康弘 議員

市長
　
　

誘
致
企
業
の
市
民
雇

用
率
は
、
24
％
で
あ
る
。
私

は
「
多
額
の
奨
励
金
を
支

出
し
続
け
る
こ
と
は
、
市
の

財
政
を
潤
す
こ
と
に
は
な
ら

な
い
」
こ
と
を
、
具
体
的
な

数
字
を
示
し
て
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
本
年
度
も
、
奨

励
金
は
聖
域
と
し
て
、
法

人
税
収
の
減
収
な
ど
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。

「
一
般
財
源
」
を
助
成
し
続

け
る
以
上
は
、
せ
め
て
、
市

民
の
雇
用
を
義
務
付
け
、

所
得
増
を
図
る
よ
う
強
力

に
指
導
す
べ
き
だ
。

問

　
　
　

先
の
見
え
な
い
経
済

状
況
で
あ
る
が
、
誘
致
企

業
に
雇
用
維
持
や
求
人
に

対
す
る
情
報
提
供
を
求
め

る
と
と
も
に
、
ハロ
ー
ワ
ー
ク

や
府
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
雇
用
の
確
保
に
つ
と
め

た
い
。

豪
雪
に
よ
る
獣
害
防
止

施
設
復
旧
に
助
成
を

　
　

今
年
１
月
10
日
、
美

山
町
で
は
豪
雪
に
見
舞
わ

れ
、
倒
木
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
な
ど
の
獣
害
防
止
用

の
柵
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

市
長

問

　

雪
の
少
な
い
園
部
や
八
木

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ

が
、
美
山
町
で
は
、
見
る

も
無
惨
な
光
景
が
あ
ち
こ
ち

で
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
」
や
「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
交

付
金
」
を
雪
害
復
旧
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

　
　
　

国
か
ら
の
交
付
金

は
、
雇
用
創
出
や
市
民
の
元

気
回
復
の
た
め
の
財
源
と
し

て
有
効
に
活
用
し
た
い
。
獣

害
防
止
施
設
に
つ
い
て
は
、

金
網
施
設
に
補
助
す
る
。

市
長

中
小
企
業
支
援
を

　
　

事
業
活
動
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
中
小
企

業
に
対
し
「
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
」
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。
助
成
金
額
は
休

業
手
当
相
当
額
等
の
5
分

の
4
と
な
っ
て
い
る
。
残
る

5
分
の
1
を
市
が
助
成
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　

上
乗
せ
助
成
に
つ
い

て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

問市
長

　
　

公
共
事
業
の
必
要
性
、

ま
た
行
政
推
進
に
向
け
て
の

新
し
い
取
り
組
み
は
必
要
で

あ
る
。
今
回
、
市
役
所
へ
の

進
入
道
路
の
改
修
に
と
も
な

い
、
記
念
樹
の
桜
が
伐
採
さ

れ
た
。
植
樹
を
し
た
関
係
者

や
市
民
へ
の
理
解
を
求
め
た

上
で
、
進
め
る
べ
き
で
あ
っ

た
。

　

市
の
行
う
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
民
へ
の
情
報
公
開
や

理
解
を
求
め
た
上
で
、
市
民

を
大
切
に
し
た
温
か
い
行
政

推
進
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
経
過
と
、
今
後
の

問

事
業
実
施
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
を
守
る
た
め
の
拡
幅
工
事

で
あ
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
や

熱
い
思
い
を
持
っ
た
卒
業
生
の

皆
さ
ん
へ
の
説
明
を
せ
ず
に

伐
採
し
た
こ
と
は
、
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

新
た
な
植
樹
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
調
整
を
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
教
訓
に

十
分
肝
に
銘
じ
、
心
温
か
い

行
政
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
で
あ
る
。

市
長

J
R
の
複
線
化
に

伴
う
ま
ち
づ
く
り

　
　

J
R
山
陰
本
線
の
複
線

化
が
平
成
22
年
春
に
完
成
す

る
見
込
み
だ
が
、
市
内
に
市

民
生
活
や
活
動
の
拠
点
と
な

る
駅
が
7
駅
も
あ
る
。
利
便

性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
鉄

道
網
を
利
用
し
た
広
域
圏
と

の
交
流
に
よ
り
、
定
住
促
進

化
な
ど
の
起
爆
剤
に
な
る
。

　

J
R
複
線
化
に
伴
い
地
域

整
備
や
人
口
増
に
つ
な
が
る

有
効
な
取
組
み
と
、
バ
ス
交

通
網
の
充
実
、
南
丹
市
の

P
R
に
つい
て
伺
う
。

問

　
　
　

複
線
化
完
成
に
伴

い
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
定
住
促
進
、
人
口

増
、
そ
し
て
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
る
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　

八
木
駅
に
つ
い
て
も
、
土

地
区
画
整
理
事
業
の
中
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
J
R

西
日
本
に
も
要
望
し
て
い

る
。
福
祉
施
策
と
合
わ
せ
た

バ
ス
運
行
計
画
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

複
線
化
を
起
爆
剤
と
し

て
、
様
々
な
行
政
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

市
長

市民を大切にした
行政の進めを

心温かい行政推進に取り組んでいく 関係機関と連携し、雇用の確保に努めたい

丹政クラブ
森　嘉三 議員

市長

市民雇用の義務付けを
誘致企業に求めよ
市長

日本共産党・住民協働市会議員団
高野　美好 議員
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